
平成１６年５月１０日　　（１０）

�
　

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
夜
間
納
税
相
談

■日
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
、
午
後
５
時　

１９

２１

１５

分
〜
８
時

◯
休
日
納
税
相
談

■日
 

５
月　

日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

２３

◯
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

■日
 

毎
週
木
曜
日
、
午
後
５
時　

分
〜
午
後

１５

７
時

■場
 

納
税
課
�
番
窓
口
・
国
保
年
金
課
�
番

窓
口

★
市
税
の
口
座
振
込
み
の
お
願
い

　

納
付
に
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
っ
て
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■問
 

納
税
課
�
◯内
 

２
０
７
・
国
保
年
金
課
�

◯内
 

８
３
３

�
　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
会
、
講

演
会
を
実
施
す
る
団
体
に
講
師
費
用
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

■対
 

〈
対
象
団
体
〉

　

市
内
に
活
動
の
主
体
を
置
く
会
員
３
人

休
日
・
夜
間
納
税
相
談

窓
口
の
開
設

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

団
体
に
補
助
金

以
上
の
団
体
。
た
だ
し
、
営
利
ま
た
は
特

定
の
政
治
活
動
若
し
く
は
宗
教
活
動
を
目

的
と
す
る
団
体
で
な
い
こ
と
。

〈
対
象
事
業
〉

　

公
開
の
学
習
会
ま
た
は
公
開
の
講
演
会

で
あ
る
こ
と
。

■費
 

３
万
円
以
内

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
必

３０

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
担
当
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
詳
細
お
よ
び
申
請
用
紙
は
男
女
共
同
参

画
課
窓
口
、
市
内
公
共
施
設
等
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
郵
送
お
よ
び
メ
ー
ル
希
望

の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ｅ
メ
ー
ル

d
an
jo@
city
.y
ash
io.saitam

a.jp

）

■問
 

男
女
共
同
参
画
課
�
◯内
 

８
１
１

�
　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
市
を
中
心

に
地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■対
 

〈
対
象
団
体
〉

①
社
会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）
に
届
け
出
を
し
て
い
る
。

②
他
の
制
度
に
よ
り
補
助
金
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
。

③
会
員
が
５
人
以
上

④
補
助
金
交
付
申
請
年
度
の
４
月
１
日
に

お
い
て
活
動
実
績
が
１
年
以
上

〈
対
象
事
業
〉

①
団
体
が
行
う
地
域
福
祉
推
進
事
業　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
に

補
助
金

②
団
体
活
動
に
必
要
な
啓
発
事
業

■費
 

１
件
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
予
算
の
範

囲
内
で
審
査
の
う
え
交
付
し
ま
す
。） 

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書

３０

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
て
配
布
）

に
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
八
潮
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
セ
ン
タ

ー
）
へ
持
参

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
�
９
９
５
＝
３
６
３
６

�
　

イ
キ
イ
キ
の
び
の
び
の
会
は
、
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
方
や
老
化
・
疾
病
等
に
よ
っ

て
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
の
た

め
の
機
能
訓
練
の
場
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

■日
 

①
毎
週
火
曜
日
、
午
前
９
時　

分
〜　

３０

１１

時　

分
②
毎
週
金
曜
日
、
午
前
９
時　

分

３０

３０

〜　

時　

分

１１

３０

■場
 

①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
八
條
公
民
館

■内
 

理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
や
リ
ズ
ム
体

操
、
手
工
芸
や
作
業
療
法
士
に
よ
る
制
作

活
動
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■対
 
　

歳
以
上
で
、
老
化
・
疾
病
等
に
よ
り

４０
心
身
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
（
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

※
事
前
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
入
会
の
対

象
と
な
る
か
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■費
 

無
料

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
９
９
５
＝
３
３
８
１

�
　

不
況
時
に
お
け
る
特
別
措
置
と
し
て
、

中
小
企
業
の
方
を
対
象
に
経
営
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。

■対
 

主
な
条
件
は
次
の
と
お
り

①
最
近
３
カ
月
の
平
均
売
上
額
が
、
昨
年

イ
キ
イ
キ
の
び
の
び
の
会

（
機
能
訓
練
）

中
小
企
業
不
況
対
策
融
資

同
期
と
比
べ
て　

�
以
上
減
少
し
て
い
る

１０

か
、
２
年
前
も
し
く
は
３
年
前
の
同
期
と

比
べ　

�
以
上
減
少
し
て
い
て
、
か
つ
、

１０

前
年
同
期
に
比
べ
て
５
�
以
上
減
少
し
て

い
る

②
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る

③
期
限
の
到
来
し
て
い
る
市
税
を
完
納
し

て
い
る

※
そ
の
他
、
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

限
度
額　

１
０
０
０
万
円
（
運
転
資
金
）

償
還
期
間　
　

年
以
内
（
据
え
置
き
１
年

１０

以
内
含
む
）

利　

率　

１
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

信
用
保
証
料　

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
へ

支
払
っ
た
保
証
料
を
全
額
補
助

保
証
人　

個
人
は
１
人
以
上
、
法
人
は
代

表
者
以
外
に
１
人
以
上

担　

保　

必
要
に
応
じ
て
求
め
ま
す

■定
 

融
資
枠
が
予
算
額
に
達
す
る
ま
で

■申
 

窓
口
へ
申
込
書
（
担
当
課
で
配
布
）
を

提
出

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

２
０
２

�
　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
、

水
道
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
節
水
や
水

の
有
効
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■日
 

６
月
１
日
�
〜
７
日
�
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

■場
 

八
潮
市
中
央
浄
水
場
（
消
防
署
南
側
）

※
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
お
い
で
の
際
は
３

日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

施
設
課
�
９
９
６
＝
１
４
８
６

�
　

人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６

浄
水
場
を
公
開

特
設
人
権
相
談
所
開
設

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
に
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
お
よ
び
各
都
道
府
県
の
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
の
自
主
事
業
の
一
環
と
し
て
「
全

国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■日
 

６
月
１
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

■場
 

市
役
所
２
階
（
第
３
会
議
室
）

■内
 

相
談
員
＝
八
潮
市
人
権
擁
護
委
員　
　

■問
 

総
務
人
事
課
�
◯内
 

４
５
４

�
　

６
月
１
日
現
在
で
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
、
商
業
統
計
調
査
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
が
全
国
一
斉
に
１
枚
の
調
査

票
で
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
民
営
の
事
業
所（
個
人
を
含
む
）

が
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
調
査
票
を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月
下
旬

か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

総
務
人
事
課
�
◯内
 

２
３
３

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
多
田
市
長
就
任

　

４
月
１
日
付
け
で
、
社
会
福
祉
法
人
八
潮
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
多
田
重
美
八
潮
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
（
２
年
間
）

１６

１８

３１

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
�
９
９
５
＝
３
６
３
６

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
子
宮
が
ん
検
診

■日
 

６
月
１
日
�
〜　

月　

日
�

１０

３０

 

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
（
昭
和　

３０

５０

年
３
月　

日
以
前
に
生
れ
た
方
）

３１

■費
 

八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
無

料
、子
宮
頸
部
が
ん
検
診
＝
１
７
０
０
円
、

子
宮
頸
部
・
体
部
が
ん
検
診
＝
２
５
０
０

円■持
 

健
康
保
険
証

※
予
約
制
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
９
９
５
＝
３
３
８
１

◆
乳
が
ん
検
診

■日
 

７
月　

日
�
、
午
後
０
時　

分
〜
１
時

１３

４５

　

分
１５■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
（
昭
和　

３０

５０

年
３
月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

３１

■内
 

視
触
診
（
全
員
）、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
（
必
要
な
方
）
お
よ
び
乳
が
ん
の
自
己

検
査
法
の
実
施
※
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

は
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
と
、　

歳
５０

以
上
の
希
望
者
に
行
い
ま
す
。

■定
 

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■費
 

視
触
診
＝
５
０
０
円
（
八
潮
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
無
料
）、乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
＝
１
２
４
０
円

■持
 

バ
ス
タ
オ
ル

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９
９
５
＝

３
３
８
１
）
へ

◆
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

４
月
か
ら
、
県
で
は
、
特
定
の
不
妊
治

療
を
受
け
る
方
に
対
す
る
治
療
費
の
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
。

■対
 

県
内
在
住
の
法
律
上
の
夫
婦
で
、
指
定

医
療
機
関
で
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
の
治

療
を
今
後
受
け
る
一
定
所
得
未
満
の
方

■費
 

年
額　

万
円
を
上
限
に
、
２
年
間
に
限

１０

り
助
成

■問
 

草
加
保
健
所
�
９
２
５
＝
１
５
５
１

●
●
●
女
性
の
た
め
の
検
診
等
●
●
●

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
女
性
が
今
ま
で
以
上
に
各
種

審
議
会
な
ど
の
委
員
を
は
じ
め
、
市
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
参
画
し
活
躍
し
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
政
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
、
自
分
の

得
意
分
野
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」

へ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

女
性
人
材
リ
ス
ト
の
活
用
方
法

　

女
性
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

各
種
審
議
会
等
や
、
市
政
へ
の
参
画
登
用

に
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

※
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
方
が
必
ず
審
議

会
委
員
等
に
登
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■対
 

女
性
人
材
リ
ス
ト
に
登
録
で
き
る
方
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
す
女
性
で
す
。

①
専
門
的
知
識
、
経
験
、
ま
た
は
資
格
の

あ
る
方

②
市
政
や
地
域
活
動
に
熱
意
の
あ
る
方

③
勤
務
先
や
各
種
団
体
（
サ
ー
ク
ル
活
動

含
む
）
で
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

■申
 

登
録
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
用
紙

（
男
女
共
同
参
画
課
で
配
布
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
）
に
記
入
の
う

え
、
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■問
 

男
女
共
同
参
画
課
�
◯内
 

８
１
１

女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録
者
募
集

おしらせHOTコーナー　案内

電話番号住　　　　　所委託医療機関
９９６―１１３１緑町１―４１―３八潮中央総合病院
９４２―６０６２草加市草加３―８―２１何 川 医 院
９２５―１８１９　〃　氷川町１２４２―５児 玉 医 院
９４２―３３１８　〃　北谷２―１８―３５瀧 澤 医 院
９２２―２５６９　〃　高砂２―６―４永井産婦人科医院
９４２―５５１０　〃　花栗４―１９―２８松 田 医 院
９３６―３２５１　〃　栄町２―１２―５松 原 産 婦 人 科
９３１―７６９０　〃　栄町３―９―１９水 野 医 院

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

４
月
１
日
付
け
で
、
八
潮
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
大 おお 
椿 　

つ
ば
き

 
捷 
さ
ん
（
鶴
ヶ
曽
根
）

ま
さ
る

任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
（
３
年
間
）

１６

１９

３１

■問
 

納
税
課
�
◯内
 

３
３
１

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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おしらせHOTコーナー　案内・文芸欄ほか
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市
で
は
、
家
屋
を
新
築
や
増
改
築
し
た

場
合
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額
を
算
定
す

る
た
め
、「 
家
屋
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
が

あ
る
場
合
、
ま
た
は
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

資
産
税
課
�
◯内
 

３
０
２

�
　

建
築
物
の
解
体
や
新
築
工
事
な
ど
か
ら

発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
廃
木
材

等
の
建
設
廃
棄
物
を
、
新
し
い
材
料
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法

律
（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
２
周
年
を
迎
え
ま
す
。
施
行
日

（
５
月　

日
）
に
あ
わ
せ
て
全
国
一
斉
パ

３０

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
家
の
解
体
や
新
築
工
事
を
行

う
時
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法 

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

■日
 

５
月　

日
�
〜　

日
�

２４

２８

■問
 

建
築
課
�
◯内
 

４
６
８

�
　

平
成
４
年
か
ら
着
工
し
た
国
営
利
根
中

央
農
業
水
利
事
業
は
、
平
成　

年
３
月
を

１６

も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
埼
玉
県
北
東
部
に
位
置
す
る

利
根
川
右
岸
お
よ
び
江
戸
川
右
岸
に
広
が

る
水
田
１
万
２
７
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有

国
営
利
根
中
央
農
業 

水
利
事
業
完
了

す
る
広
大
な
農
業
地
帯
に
お
い
て
の
、
農

業
用
水
の
合
理
的
利
用
等
を
目
的
に
、
用

水
系
統
の
再
編
と
あ
わ
せ
て
用
水
路
１
３

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
二
郷
半
領
揚
水

機
場
等
を
整
備
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
生
じ

る
農
業
用
水
の
余
剰
水
を
、
埼
玉
県
・
東

京
都
の
都
市
用
水
と
し
て
有
効
利
用
す
る

た
め
の
事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■問
 

農
政
課
�
◯内
 

２
９
９　

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�華
麗
な
さ
つ
き
が
集
合

第　

回
越
谷
市
さ
つ
き
大
会

３６
■日
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
、
午
前
９
時
〜

２６

３０

午
後
４
時
※　

日
・　

日
は
午
後
５
時
ま

２９

３０

で
／
■場
 

越
谷
市
立
第
１
体
育
館
（
東
武
伊

勢
崎
線
北
越
谷
駅
東
口
徒
歩　

分
）
／
■内
 

１０

越
谷
市

愛
好
家
が
育
て
た
色
と
り
ど
り
の
さ
つ
き

を
展
示
、
植
木
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
／
■問
 

越

谷
市
観
光
協
会
�
９
６
６
＝
６
１
１
１

�生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

■日
 

６
月
６
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

／
■場
 

勤
労
者
体
育
館
・
青
少
年
ホ
ー
ム（
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
ま

た
は
新
三
郷
駅
行
き
バ
ス
で
「
三
郷
市
役

所
」
下
車
）
／
■内
 

生
涯
学
習
の
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
／
■費
 

無
料
※
材
料
費
が
必
要
な

場
合
あ
り
／
■問
 

三
郷
市
生
涯
学
習
課
�
９

５
３
＝
１
１
１
１

�消
費
生
活
展
「
や
っ
て
ま
す
か
？
く
ら
し

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
〜
で
き
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
よ
う
〜

■日
 

６
月
５
日
�
、午
後
０
時　

分
〜
４
時
・

３０

６
月
６
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

三
郷
市

草
加
市

／
■場
 

勤
労
福
祉
会
館
（
東
武
伊
勢
崎
線
新

田
駅
西
口
下
車
徒
歩
７
分
）
／
■内
 

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
古
着
・
古
布
回
収
コ
ー
ナ

ー
、
消
費
者
啓
発
に
係
わ
る
展
示
・
発
表
、

手
焼
き
せ
ん
べ
い
の
実
演
・
即
売
、
農
産

物
販
売
ほ
か
※
６
月
５
日
、
午
後
１
時
〜

２
時
＝
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
、
午
後
２
時
〜
４
時
＝
記
念
講
演
会
／

■問
 

草
加
市
勤
労
福
祉
会
館
�
９
４
１
＝
６

１
１
１

�さ
つ
き
・
花
し
ょ
う
ぶ
展

■日
 

５
月　

日
�
、
午
後
１
時
〜
９
時
・
５

２２

月　

日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
／
■場
 

２３
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
駅
北
口
か
ら
吉
川
き
よ

み
野
行
き
バ
ス
で
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

お
あ
し
す
前
」
下
車
）
／
■内
 

市
の
花
「
さ

つ
き
」
と
特
産
品
「
花
し
ょ
う
ぶ
」
の
展

示
会
／
■問
 

吉
川
市
商
工
課
�
９
８
２
＝
９

４
７
６

吉
川
市

�芥
川
也
寸
志
メ
モ
リ
ア
ル　

オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
０
４

　

故
芥
川
也
寸
志
さ
ん
の
遺
志
が
息
づ
く

エ
ロ
ー
ラ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■日
 

６
月　

日
�
、
午
後
２
時
開
演
／
■場
 

田

１３

園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢
崎
線

北
越
谷
駅
東
口
・
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
駅

北
口
駅
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中

央
公
民
館
前
」
下
車
）
／
■内
 

指
揮
＝
本
名

徹
次
、
ピ
ア
ノ
＝
三
輪
郁
、
曲
目
＝
絃
楽

の
た
め
の
三
楽
章
〜
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
ク

（
芥
川
也
寸
志
）、ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第　

番
１４

変
ホ
長
調
Ｋ
・
４
４
９
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）

ほ
か
※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま

す
。
／
■費
 

〈
全
席
指
定
〉
大
人
３
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
０
円
／
■問
 

	
松

伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９
９
２
＝
１

０
０
１

松
伏
町

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

不用品あっせんコーナー
電
子
ピ
ア
ノ
（
２
万
円
）、
ピ
ア
ノ
（
３
万
円
）、
タ
ン
ス

（
５
千
円
）、
洋
服
ダ
ン
ス
（
５
千
円
）、
子
ど
も
用
自
転

車
（
千
円
）、
鏡
台
イ
ス
付
（
無
料
）

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
電
話
器

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
い
た
だ
き
、

市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６

▲  小  嶌 　 勝  也 ちゃん　　２歳
こ じま かつ や

＜中央二丁目＞

ゆ
ず
り
ま
す

「毎日、中央公園で遊んでま～す」

＜中央三丁目＞

▲

 伊  藤 　
い とう

 秀 
しゅう

 兵 ちゃん（右）
へい

２歳　　

　 伊  藤 
い とう

　 勇 樹   ちゃん（左）
ゆう き

３カ月　

「
元
気
で
や
さ
し
い
子
に

な
っ
て
ネ　

」
!!

■問
 

広
聴
広
報
課
�
◯内
 

４
２
３

 

八　

條 

杉
村　

知
香

 
昏 
れ
な
ず
む 
畑 
は
菜
の
花
明
り
か
な

く 

は
た

 

緑
町
五 

藤
波　

ふ
み

 
濯 
ぎ
も
の
干
す
庭
先
や
若
葉
風

す
す

 

八
潮
七 

石
井　

忠
枝

柿
若
葉
日
毎
に
陰
を
作
り
け
り

 

木
曽
根 

古
根　

昌
明

ほ
ろ
苦
き
今
日
の 
反
省 
や
蕗
の
と
う

お
も
い

 

八
潮
七 

茂
村　

つ
留

郷
土
色
濃
き
山
里
の
春
祭
り

 

鶴
ヶ
曽
根 

平
本　

愛
子

花
見
頃
万
歩
計
つ
け
老
婦
人

 

大
曽
根 

横
山　

英
道

峠
よ
り
見
渡
す
甲
斐
路
桃
の
花

 

八
潮
七 

小
倉　

孝
義

藤
の
花
眺
め
呼
び
鈴
押
し
に
け
り

 

緑
町
三 

岩
田　

苑
江

院
の
前
バ
ス
を
待
つ
間
の
桜
か
な

 

大
曽
根 

藤
郷
千
代
子

一
二
三
暮
ら
し
に
リ
ズ
ム
春
の
朝

 

大
曽
根 

根
岸
佐
代
子

芽
吹
き
見
ゆ
銀
杏
並
木
に
風
渡
る

 

垳 

森
田
ヱ
ミ
子

櫻
花
ひ
め
じ
城
を
包
み
け
り

�
　
　

新
し
い
朝　
　

伊
草 

阿
部　

郁
子

一
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は

ピ
カ
ピ
カ
で
大
き
い
が

六
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
背
に
小
さ
い

桜
の
木
の
下
に
集
ま
る
通
学
の
子
た
ち

一
年
生
の
Ｋ
君
が
ベ
ソ
を
か
き
な
が
ら

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
や
っ
て
き
た

班
長
の
女
の
子
の
掛
け
声
で

八
人
は
、
一
列
に
並
ん
で
歩
き
出
す

子
供
た
ち
の
笑
顔
に
若
葉
が
光
る

�
 

鶴
ヶ
曽
根 

斉
藤　

初
子

子
等
帰
り
黙
し
て
春
の
夕
灯
り

 

緑
町
五 

村
田　

恭
子

春
雨
の
匂
い
ま
と
い
て
帰
宅
す
る

 

八　

條 

加
藤　

龍
子

長
旅
を
終
え
て
安
ら
ぐ
初
つ
ば
め

　

詩

　

俳
句

呉
美
代
選�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

 

二
丁
目　

加
藤
の
ぶ
し
ろ
う

朝
景
色
霞
の
奥
に
花
の
あ
る

 

二
丁
目 

加
藤
美
恵
子

流
れ
あ
り
よ
ど
み
し
水
面
花
筏

 

二
丁
目 

秋
元　

柳
子

棺
を
打
つ
音
乾
き
た
る
冬
の
庭

 

二
丁
目　

小
野
み
ち
く
さ

猫
あ
く
び
日
溜
る
出
窓
君
子
蘭

 

二
丁
目 

越
田
影
法
師

絢
爛
の
桜
映
せ
し
杯
を
干
す

 

二
丁
目 

奥
野　

常
垢

咲
い
て
良
し
散
っ
て
ま
た
良
し
桜
か
な

�
 

八
潮
五 

西
森
八
重
子

さ
さ
や
か
に
句
友
仲
間
の
集
い
き
て

　
　
　

米
寿
の
友
を
祝
う
ひ
と
と
き

 

木
曽
根 

高
谷　

多
門

こ
こ
だ
け
は
刈
ら
ず
に
置
こ
う 
故
郷 
の

ふ
る
さ
と

　
　
　

つ
ゆ
草
好
き
な
ひ
と
を
想
い
て

 

南
後
谷 

杉
村　

セ
ツ

 
八  
十  
路 
越
え
大
過
な
く 
来 
し
こ
の
道
を

や 

そ 

じ 

き

　
　
　

心
静
か
に 
歩 
み
続
け
ん

あ
ゆ

　

短
歌

 

中
央
一 

猪
瀬　

利
助

梅
雨
空
の
滴
る
雨
で
鮮
や
か
に

　
　
　

色
冴
え
わ
た
る
紫
陽
花
の
花

 

大
曽
根 

椎
野
さ
ち
子

 
娘 
を
背
負
い
孫
を 
守 
り
せ
し
ね
ん
ね
こ
に

こ 

も

　
　
　

い
と
し 
温 
も
り
遠
き
日
思
う

ぬ
く

 

南
川
崎 

松
谷　

永
子

ゴ
ー
ゴ
ー
と
う
な
り
声
あ
げ
吹
く
風
に

　
　
　

こ
の
身
を 
委 
ね
春
を
飛
び
た
し

ゆ
だ

 

木
曽
根 

岡
村　

富
子

谷
川
の
流
れ
黄
に
染
む
山
吹
き
に

　
　
　

亡
夫
と
旅
せ
し
あ
の
日
を
想
う

 

大
曽
根 

寺
井　

時
子

咲
き
競
う
い
の
ち
短
き
桜
花

　
　
　

う
す
紅
色
の
花
弁
重
ね
て

 

二
丁
目 

田
中　

祐
子

戦
争
は 
懲 
り
た
る
は
ず
の
こ
の
国
が

こ

　
　

い
つ
し
か
派
兵
と
巻
き
込
ま
れ
ゆ
く

 

南
川
崎　

小
野
塚
喜
代
子

子
か
ら
孫
、 
曽 
孫
と
つ
づ
く
電
話
の
声

ひ

　
　
　
 
恙 
な
き
今
日
八
十
三
歳

つ
つ
が

 

古
新
田 

大
熊　

小
萩

そ
の
裾
に
麦
畑
引
き
て
筑
波
山

　
　
　

夕
映
え
空
を
紫
に 
染 
む

そ
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